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セミナー日程：

11 月 12 日 

・Guillaume Coissard（Labex Comod）

18 世紀の唯物論から見た物質の代理人性の問題

・Yohwan Choi (ソウル国立大学)

『百科全書』に関する問題：フェルニー総主教のパトリオット

12 月 10 日 

・Paul Rozière（Labex Comod）

マドリード王立協会による仕事の組織化：試行錯誤と葛藤

・Henia Laura de Freitas Duarte（ウベルランディア連邦大学）

デカルトの音楽美学についてのノート

1 月 21 日 

・Maud Brunet-Fontaine（オタワ大学）

虚構の理由：コンディヤックとディドロにおける現実の問題

・Olgie Lee（ソガン大学）

文学と歴史の間の透過性-ヴォルテール『習俗論』第 154 章

3 月 11 日 

・杉野 駿（エックス・マルセイユ大学）

ディドロにおける古代モデル

・Marion Gouget （パリ第 1パンテオン・ソルボンヌ大学/UMR8103)

コンディヤックの自然法則の体系

5 月 6 日 

・菅原 百合絵（東京大学）

ルソーの内なる感情

・Alexandre Brisson（モントリオール大学）

カント『自然モナド論』とベルリン・アカデミーのモナド論争


